
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 
 

学 校 名 八百津町立潮見小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１２日（水） 

 

実 施 概 要 

 障がい者福祉施設・地域の高齢者との交流会 
・児童との手づくりゲーム交流会 
・地域の高齢者の団体（クラブ潮南高原）の「ぜに太鼓」発表 
・児童の合唱・合奏発表 
・児童が作ったさつまいもと梅の実からつくったうめジュースを飲食し
ながらの交流会 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 １ 人 
計 ３６ 人 

地域関係者 ３５ 人 

 

実 施 状 況 

障がい者福祉施設「しおなみ苑」、地域高齢者団体「クラブ潮南高原」の
みなさんとの交流会 

開会式（児童代表・クラブ潮南高原会長の挨拶等） 

１ ゲーム交流会                        
 ・児童としおなみ苑さん、クラブ潮南高原さんで４つのグループをつく
  り、児童がつくった手作りゲーム（魚つり、缶つみ、紙飛行機飛ばし、
  まと当て、ボール入れ）を一緒に行いながら得点を競い合うなど交流
  を図った。                          
２ 合奏・合唱・ぜに太鼓発表会                  
 ・児童は町音楽会で発表する曲をみなさんに聴いていただいた。クラブ
  潮南高原さんも日頃練習をしていらっしゃる「ぜに太鼓」の説明をし
  ながら発表していただいた。                  
３ 感謝の会                          
 ・児童が春に植え、秋に収穫したさつまいもを焼きいもにし、夏に学校
  の梅の木から収穫した梅の実をつかった梅ジュースを飲食していただ
  いた。交流したみなさんと一緒に、楽しくお話をしながら交流し、感
  謝の気持ちを伝えた。                      

閉会式（児童代表・しおなみ苑苑生さん代表の挨拶） 

 
 

成果及び課題 

○両団体との交流は古く、児童は１年生から交流しているため、とても親
しく話ができ、心から打ち解け合って自然な雰囲気で交流ができた。  

○ゲームも焼きいも等も児童の手作りで、心を込めたおもてなしに参加い
ただいた方々に大変好評だった。また児童だけでなくクラブ潮南高原さ
んの発表もあり、双方向の交流ができた。 

●当日は自由参観にするなど保護者の参加も促したい。 

●ゲームに昔の遊びを入れ、児童が教えていただく内容も入れたい。 

 


